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令和５年度補正GFP大規模輸出産地生産基盤強化プロジェクト事例
（事業実施主体︓HIROSHIMA Mitsu Bay Oyster 協議会、品目︓牡蠣）

品質の向上と省力化
 天然種苗への依存が高く、品質が不均等
 垂下式の養殖筏（いかだ）を利用するため、
機械化が困難

大規模育苗体制の構築
 稚貝を中間育成し、参画者へ供給
 従来型の垂下式養殖※1からカゴ養殖※2への
転換

効率的な育苗体制への転換
 歩留まりが5%→約50％まで向上
 作業人数が15人→5人へと削減
 殻の形状・身質の向上

>

課題 取組 成果

令和５年度
輸出額 約400万円
輸出量 約2.2トン

国内輸送コストの検討
 関西空港や羽田空港までの輸送コストが    
かかる

令和６年度（実績見込）
輸出額 約1.３億円
輸出量 約74.5トン

地元空港の活用
 地元の広島空港を活用

国内輸送コストの削減
 空港までの輸送について、１ケース当たりの輸送
コストを750円削減

※１ 垂下式養殖︓対象生物を籠や網袋に入れた
り，貝殻や縄に付着させた状態で海中に垂下し、
天然餌料で成長させる養殖法

※2 カゴ養殖︓シングルシード方式とも呼ばれ、牡
蠣をカゴに入れて、1個ずつバラバラで養殖する
方法。
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